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B 133 衣服康型。パ9ーツメ一キング下関ずる別瓢(～牟鍛)

　　　　　　　　　ス､カートについて

　　　　蔵都女瓦県政　○甚山絹江　京廓女子高　岡川袷子

　回的　ス刀一卜原型のﾉ叩- ツメーキンアドフいて、アづ/<D位置、r-ツ量、r-ソ

長の決め方li、を種剔義て･｀ある。本研究は下半身の形態因子を澗え基廬賃料を得れ;共に、

人件凶等とノリ一ッメ- キング｀の関金匯、身体への走倉襖、美恂効巣について考蔡レ新

レいスカート原型の設定を試みに
　方法　女子学生/印名について下半身島態の体型分類を行ない、このすり｀ら出現率の夕於

っμ7体型を選び、下僚身のレアリ刀を採パこ0この資料に胴回、勝ぼIの周園長ヵヽらボめ

川
－ツ長を刺史し政、次によ種の原タとヌーにパターンを比較レf?に斯レい原型を設見レ

乙石膏ﾓ･デルパよる試葡観祭をモアレ茎莫よソ行いﾌﾟ･^ ，
　鯖果　Rダーツにフいて後で'li正中線より後ウェスト幅仇。位置てＴの抑でもダーツ

量が多く平均値がえバ｀'－ヅ長12 cmであり、この位置に絢旧ﾐ球?､則まぼ一致し仏ズト

エヤ脈よ') 糾<n位までヤずづ/-t/,峻m- 夕しツ長/らて｀あ')、痢考以ﾉt.動係数剛ソカヽ

つ仁。の前て"lilt中線Jフノ粒。位置てず一ｿ量iヱcM、グーヅ長/む衣｀'あソ、この位置に､腸
骨漱の位置と圃琵致しμ。(D前'/l ^釦位置rii.腹部の形態ドよツダーツ量にバラツ

キH'^認やられにRヌードパターンと斜時､型を計測値やモ｡アレ黎真訂ヽら比較するレダ'

一ル)位劃バヽず峨で求め片方が榔態回子琵ﾔﾉﾄ出和英的効果古良好r勿丿こ。

B 134　　婦人衣服基本形態の着用実験結果からみた人体計測箇所の適否について

　　　　第２報　袖.スカート等に関する項目
　　　　　　　　　　　福山市立女短大　　　○山本百合子　増田智恵　増田茅子

【目的】我々は、人体IC適合する婦-A衣服の製作を目的として、婦人衣服基本形態である

ベイシック形ドレスでの着用実験を行った。着用実験結果により整理したパターン各部の

計測寸法と人体計測寸法との関係について考察を行い、婦人衣服のパターン製図のための
一‘一一‥ふ4’｡’･‘゛scむV- 7K*Tf-はふ鯉± うhしfZ 。第１報では胴部パターンの製作のための
PI VVi ･Jl－～Z・●P 7･'
基本的人体計測箇所および寸法を得ようとした。第１
丞牟剛八vr- 8T ≫'J≫ ･7＼K･Cヽ･･-i －－・－

各部寸法について報告を行ったが、第２報では主に袖とスカートについて報告する。
　　　　　　　　一‥・一一一一一一ヽ。乙－一一－1 nヽ々　# S余甘BHS i+ 瞬如54～56年５～６月。
7 np J14-へ1-’－　―●･・　〃”

【方法】一被験者は平均年令l＆7才の女子学生193名。実験期間は昭和54～56年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　^:’　翻i 11^ヽ･in T m一台|乎!ｱ -L ﾉO a; j･TSX.駅'Ed '■≫■I ”･／i　･-一一　、　ｒ’　７

人体計測はJIS L0102の方法に従った。被験服のパターン製作はFIT方式による。パター

ンに人体計測寸法をそのまま使用した箇所は、袖丈、スカート丈である。袖幅には上腕最

大囲に4 cm , HIPラインには腰囲(C 4 cmの仮定ゆとり量を加えた。袖山は胴部AH／
8 とし

た。材料トワ一ルで被験服を製作し着用実験を行った。被験者は立位正常姿勢を保ち両上
肢45前挙、側挙、後挙の動作をした。着用実験結果から得られたパターン計測寸法と人体

計測寸法との関係について比較検討した。本研究では、人体計測寸法を採寸寸法、着用実
験前のパターン計測寸法を元型寸法、実験後のパターン計測寸法を実際寸法と呼ぶ。

　　　‾　　“’　　　　　. －｀“”―l-≫+-l.-W-rf--d-仕-の闇ir li .有意差が認められなか
尺HIJ Uｿ' ■／　　ヾＭＩ ．、。Ｉ－．、．－＿．．．．．

【結果】1 .袖丈、スカート丈の実際寸法と採寸寸法との間には、有意差が認め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’4-‘:‘２万ヽ』-・‘一痢|斗|吐1- r↑､|閤
I 啄 禾j　1 .　↑W入≫ ハ/･'　　l　入'丿/ゝlZJS･J･－－、｡－　＿

つた。　2 .　仮定ゆとり量を加えた袖幅.
HIPラインの実際寸法と元型寸法との間には、有

意差が認められなかった。３・　袖山は、実際寸法と元型寸法との間に危険率1

%で有意差

が認められ実際寸法の方が大であった。袖山寸法の設定には、多くの要因が考えられるよ

うである。


